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西，西尾氏等 の 研究 あ り．最近高桑氏 は女兒 性器出血 と

糞便 との 關係 を強索しつ 一k あ り．余は糞便内の 出」肛の 頻

匿を知 る と同時 に 出血量並 に 出血部位に 就 て 強索を綾行

しつ 」 あ り。萩生兒糞熨の 灣血 反應，就中胎糞 の それ の

陽惟i度は 極め て 高 く，甑 に 該反應iに つ い て の 幾多の 報告

が ある が，そ の 本態 は 解明されず，本邦に 焚 て も單に陽

難度 の 統計觀察を 見 る に 過 ぎな い ．余 は そ の 本態を知 る

べ く， 薪生 児糞塑の 潛血反應iを飼人的 に 逍求 し，そ の 陽

性 度の 濳失黜を強討し，又，諍水，斷生 兒瞻汁，母乳，

雫乳 に 對 して 該反懸 を 實施強討，更 に 早，新 生 兒 胃，小

腸，大腸，直腸に 野 し病 理 組織學酌観察を行 い
， 之等 に

翳 して の 考察を 行 うと共に ，經 口 的 に 1血腋 を 投與し，諸

灣血 反 應瞼査 法 の 感 度 の 比 較 ，及 び定 量 酌實驗を 行 い ，

更 に黷生 兇糞便に 對す る濳」亀反懸 の 實施法 に つ い て 強討

な行い 甚だ興朱ある結果を得た の で報告する．

　1＞　覇 髭 兇糞．痩中，胎糞 ≧こ て は ，エ ーテ ル 抽出法，其

臨 の 方法 に て 殆 ん ど が陽性を 承 し，煮沸に 依 る もそ の 反

應 は 滯失せ ず，3 日以後各個人 に 依 り時間酌差異 が あ る

が陰陰化を 示 し，時 に 陰性橡後陽性 を 示す もの が あ る，

　 2｝ 分娩時肉誤的及 び蒸 留水 に ぬ らした ガ ・ttゼ に て 胎

胞 を ぬ ぐい ペ ン チ ヂ ソ 反懸陰性 な る もの か ら探取せ る 前

羊水 に 對 し，生 及 び煮沸後之 を 癒査す る に ，大都分 の も

の ぽ 20倍驪 以 下 で 陽性を 示 し t 畦 に 原液に て 疑陽性 ，

及 び40借 に て 陽性を景す もの が あ つ た．

　3） 新生 兒謄汁に つ い て ，謄鶸 を水洗 後之 を 探取 ，轟

來 る 丈血 液 の 灑 入 を防ぎ瞼す る に 40 × 43以 上 の 低濃度で

著明に陽性を 景 し，胎生期の 赤血球崩壊を罵 る肝の 機能

を 考 慮 し，夊羊水 の 嶮 査 と共 に 嬲生 兒 胎糞 の 灣血 反懸 に

概 す る態斐 を考慮す る に ， そ の 意義大な り と 思わ れ た．

　4） 擁 孚し，及び牛乳 中の 該酵素の 存在は あ るが 何れ SE，

煮沸に 依 りそ の 作用 を 淌失す る．

　5）　胃，腸 を 病理 組織堅的 に 餓察す る に 胃に は 霞 ≧表

在性の 麋爛 の 存崔す る あ り， 生 後 8時問を經
’ua：gTる もの

は 著明 な る潰瘍状 の 糜爛を證明す る．小腸及大腸 に も屡

ζ顯微競酌 に 小廏爛： を 認 め る こ と あ P。

　6） 新生兒，乳兒 の 孚L汁攘坂後 の 排便開始時聞は 瞠重

3　kg を略 ≧挨 ん で 體重 に 巍 比翻 ， 及 び 比例 し て 邏延す

る．

　7）　經 口 的亅血液投 興 で は，Adlet 氏 法，　 Thevenon 氏

法，Boas 氏法 で は 生後10　Llよ り約 1 カ 月間1ま，
0。05cc

陰性，0．1cc で 陽性，生後 3 カ 月乃至 圭 後 5 カ 月 で は 0．2

cc 陰性，　O・3ce で 陽性を 示 し ，
SchOnbein−Almen −Weber

氏 法 で は ，3a　 4 ，5CC で 時 に腸性，6ec 以 上 で 初 め て

雨群 は陽性を 示 した．

　7）　新兒 生糞便に 對す る 灣血 の 強撮 は，糞塊 に溜水を

加 え，細挫 ，煮沸後，邑Pち 血 色素 以外の 該反應作用物質

を 除去す る事が 必要 で ，Wagner 氏法 は 此 の 點全 く不 適，

又量的關係 で 生 後 10日位迄 は エ ーテ ル 抽鐵法 も不 能，粘

液性 の 糞便の 際 は 量の 採坂 に 盗意する必要 が あ る t

　57．新産晃第 1呼 吸 の 要因 に就い て

　　　　（山 ロ醫大）

　　　　　　 佐 々 木嫐 β，利重 瓦郎 ， 櫻井　博

　新蓬兒出生後 の 第 1 呼 吸 の 原因に就い ては多くの 諡 が

あ る が，Schwartz に よれば母冤間 に於け る ガ ス 饗 奐の

障碍 よ り，引 い て 起る 児血 中の 酸素缺乏口淡酸 ガ ス の 増

瓣 が，こ の 原因で あ る と し，こ の 説 は現在多 くの 成書 に

定読 と して採用 され て屠る．然 る に Ahlfeld は 分娩渤

か ら呼吸蓮勁 の 存在 す る こ と を 認 め ，Haselhorst 　 u ．

Stromberger は新産兒 の 娩出直後 は 酸素缺亡状態 で な

い こ とを擧げ ， 第 1呼吸を 酸素敏乏 で 説明出來ない と論

じて居る．

　そ こ で．私 は分娩時 に 於い て 實際 に お こ る第一睡吸 の

齪察に よつ て r その 發 生要因に 就 い て 何らか の 推走が 可

能で あ ら うと 想定 し，新琵兒第 1 呼 吸 の 時間關係 を觀察

した ．躑 ら蕊 常の 頭位分娩に 於 い て 發露を懣ぎ第 三 廻旋

の 途亊，鼻に 次い で 口 娩幾の 瞬間 よ り第 1 呼吸 まで の 階

間 と，詞じ く口 娩籖よ り肩胛胸部嫡出 の 瞬間 ま で の 時 聞

とを夫 々 獨立 に秒濤計を以 つ て測寇 した．而して ， こ N

に 得 られ た 2 つ の 變量間 に 極め て 密 な る 相關々 係 鳶ミ證明

され た．

　思 うに所謂因果關係 と稱 せ られ る もの も，暫墨的 に せ

ん じつ め れば單 に相關k 係 で あ り，從 つ て 邀に ，楕嗣 ・々

係 の 證明 され る と 暑 うこ と は ，そ の 間 に 因果關係 が 存 す

る と 解 して よ い ．

　依 つ て ，こ の 際，分 娩時 ，見 の 胸郊娩出 と 云 うこ と

と ， そ の 新謹兒第 1呼吸 の お こ る と 云 うこ と と の 間 に は

極 め て密な る因果關係 が存在す る と云 つ て よい ．換欝す

れ ぱ，麟産見 第 1 呼吸 の 直接の 要丙は 兒 の 肩脚胸部娩出

で あ り ， 即ち ， 新隆兒 が第 1呼吸を行 うの は ， その 肩”甲

胸郊娩出に よつ て，そ れ まで の 琵道に よ る 」
SL 胸部 の 壓迫

が 解放 され る た め で あ る と 考えて よ い ．從つ て 薤道 に よ

る冤 胸部 の 壓 逍 さ え無 け れ ば 兒 は 常 に 呼吸邂勤を 營 む も

の で あ り， 分娩前子宮内に 於 い て も堤胸鄭の 露逍 の な い

以 上 ，羊水中で も呼吸邏動を行つ て 駿 る で あら う こ と が

摧論 され る，
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　而 し て，分娩中に 於け る 蘯道 に よ る 捉胸部の
一

時酌壓

逍 を經 て，娩出 し行 う通常 の 呼吸蓮動 も子 宮内 に 於 け る

呼吸遒動 の 欟 費で E，
　P），羊水 に 代 る塞氣 の 氣管内出入 開

始 が 皀卩ち薪産兒 第 1呼吸 で あ る と解 せ らる．依つ て 私 は

新産兒第 1 呼 吸 の 原因に 就 い て の Schwartz 説 は と ら

ず，Ahlfeld 説 に 贊意 を 表す る もの で あ る．

　 58．胎兜及び新生 兜死亡 に就い て

　　　　　　　 （都立 台東） 鈴村正勝，笠 松達弘

　　　　　　　　峯　三 夫 ， 加藤一
雄 ， 岡野義 三

　最近 4 力 年間に 於 け る本院 の 在胎 8 カ 月以 上 の 胎兒及

び 新生 児死亡例 は 186洌 〔剖機65例）あ り，全 分娩數の 53．1

％で あ る．そ の 中，子宮腟 丙死亡及び分娩開始前死亡8．9

％，分娩 申死亡 8，9％，娩出直後死亡8．9％，分娩後死 亡

26．5 ％．年度別，月別及 び季節別 に よ る死亡率の 變勤は

認め られな い が，在胎 37邇以前及 び 44邇以 後の 死亡 輦 は

何れ も2  ％以 上 で あ り，37斛44迥 の 死亡 摩 は 1．9〜 6，7％

で 低 く，殊 に 39解40週例 が 最低 で ある、186例 の 母體 の

年齡←急26〜3〔｝歳 ヵミ35。1％
，
て…最 も多 く，　21〜25歳，　31〜35

歳が之 に 次ぐ．初筺婦42．1％ ， 1 囘經置27．0％， 2囘經

淕12．4％ と減少す る．死因 と して は ， 胎盤早剥20例，臍

帯壓 迫，黄直各・賊 4例 ， 肺炎13例，分 娩遷延 11例，梅毒

10 鋳 t 奇形 8 例等 が 主 な もの で あ る が ，不 明 例 48例 あ り，

その 中13例 は 剖 瞼 に よ つ て も死因を 明 か に し得 な か つ

た．

　（1）　侮毒10 例中，在胎 38邇未滿9ifti，匿豊重 ZF」均2．4kg，

浸歃兒 6 例 で 多 く，分娩後 生 殘 し た の は 腸 Gumma に

よ る 腸狹窄 1例 の み で あ る．（2）臍帶壓迫 例は ， 成熟児

が 多 く，
10 カ 月 以 上 12例 で あ る．陣庸開始謫死 亡 3 例 （浸

軟 2 ）， 開口期死 亡 2 例， 娩出時 9 例，骨盤位8 例，頭

位 6 例，剖險に よ り小 出血 斑等 の 窒息症伏を 認 め た．

（3）　頭 盞至内 出1血13eili中 ，　成熟児 9 藍列，　『p均 在胎39週，　兒

體重 2．5kg ，初産婦は 全 例 8 時 間以 上 を要した が， 經釐

婦は 7 時聞以 内 で あ つ た ．狹骨盤 も認 め られない ．開 ロ

期死亡 1 弼 （出血 性素因），娩出直後 2 例，當 a6 例，第

1 日及び 2 日各 2 例， 3 日以上 生 殘 した例 は な い か ら，

出血 を疑 わ せ る例 は 3 日間 の 安静が 必要と思 わ れ る．小

腦，腦幹 の 出血例 は 早 く死亡 し，大腦穹窿部例 は 1 日以

上 生 活す る もの と思 わ れ る．自然分娩 7 例，鉗子 2 例，

Chinin 療法 3例．（4）奇 形 兒．死因 と な る如き軍篤な

奇形 8例 ．7 例男 兒，1 例女 兒 （腹壁按裂）．孚頭兒 3例，

腹壁披裂 2 例，腎及 び 膀胱 奇 形 2 遡，腦水 腫 1例．頭部

の 奇形 が 多い ．剖撚 こ よ り，勉 の 奇形 を 俘 うもの 4 例．

（5） 心 臓奇形 5 例．初産，若年 の 母 に多い ．在胎甼均 41

邇，兒體重 2．5kg．生後 1
， 3，4 ，7 日に 死亡 ．（6）

「

腸島q塞 391f，　在胎
ZF

均 36週，　體i　 ．2。8kg．　生後 2 ，　4 ，

22日後 に 死亡．室腸起始部 に 狹窄 を 認 め た ．（7）皷 eia・

ena 　 5 倒．未 熟 兒 が多 く，然 し分娩特間 は 亭均 15時間 を

要 した ．生 後 2 ，3 ，5 日 に 死亡，剖強 2 齪．鬱血著

巨目．（8〕重 藪豈黄疸14洌，全 i列未熟兒．生後 4 ，5 ，6 ，7 ，8

i．i後 に 死亡 ．黄疸兒 は 4 〜 8 日注意 す る 必要 が あ る．

剖臉 7 例中全例 に核黄宜 を 認 め た ．（9）肺炎13例．生

後 1 〜 36E二［後 死亡 ．剖 強 に よ り Katarrh 性，　 Herd −，

閥質性肺炎 を 認 め た．（10＞早剥20例．在胎36邇 ， 體電2．3

kg．經琵婦多 し、 （11）前置胎盤．全 2 例嚠方 2 例邊縁

1例．經薤 の み ．（12）不 壟例．剖隙 上 鬱血 の 著 明 な 倒

あ り．目下研究中で あ る．

　59．新産兜頭部壓迫による腦髓の 變化

　　　　（日赤琵院）

　　　　　　　　Yk；　F−ll三 郎 ， 須藤利光 ， 北村 　釜

　私達 は 假死檬症吠 を 呈 し て 死亡 す る 新蓙兒に 就 て 檢索

を試 み つ N ある の で ある が ， 今囘は 特 に分娩時 の 顕蓋 D

張 度 の 壓 迫 が腦の 實質に 及 ぼ す影響 に 就 て 病理 組織學的

に 研究 した．

　昭和 24年郡氏 は，頭蓋内出血 の 如き假死の 原因と思わ

れ る肉誤的所見 を 認め な い ．第 露度假死 よ り眞死 に 移行

し た 7 例 の 萩産 兒 に 就 て ，腦髓 の 組織畢的研究 を 試 み そ

の 成果を發表 した．

　私は 當産院 で分 娩 し死 亡 した 新産兒 で ，児頭の 壓迫が

強度 で あ つ た と推測され る ，澱死 よ り眞死に移行した も

の 22例，死薤i見 3 弼に 就 て ，その 臈髓 の 組織學的檢索を

行 つ た ．其の うち頭蓋 内 に 出卑を 認 め た もの 14例 ，出血

を 認 め ない もの は 工1例 で あ る．分娩は頭位で 鉗 子 手徳 に

よ る もの 12例，自然分娩に よ る もの 11例，骨盤位で 麺幹

牽出徳 に よ る も の 2 例で あ る．初 發陣痛開始！，、り娩出 ま

で の 時間 は ，
62時闇24分 よ り 2時間 14分，生存時間 は 66

時 閤54！・｝カミ最長 て｝あ る．

　封照と して は 妊娠 10 カ 月自然分娩後 5 日目，胃穿孔に

よ り 1時間後死亡 した もの ，妊娠10 ヵ月 正常分 娩後 3 日

口，突然 チア ノ 冖ゼ を起 して 死 亡 した もの ，妊娠 10カ月

齣置胎盤 で 帝王 切開を行つ た もの ，妊娠 IG ヵ 月胎盤 早 期

嬲離 で腟 上 部切 斷 を 行 つ た もの
， 妊娠 9 ヵ 月自然 早産 で

發育不 良の た め 死亡 した もの， 5 例 を用 い た．

　檢部は 前頭葉．前後 中 心 廻 轉 ，後 頭葉，側頭槧，覗e

丘，小腦 ， 橋， 延髓の 8 カ 所 吃 チ ェ ロ イヂ ソ 包埋 法
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